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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、アマルティア・センによるアダム・スミス著『道徳感情論』の解釈を批判し、
それに対置する形で、進化経済学のモデルを用いて同書の主要概念を独自に再解釈する試
みである。本論文の根底には、主流派経済学の狭隘な人間観を批判してより現実妥当性を
もった人間行動の理論化を提起するセンの経済倫理学を高く評価し、とりわけその合理的
核心を「コミットメント」「アイデンティティ」「エージェンシー」など、「自己目標選
択」を超出しうる人間行動に求め、これらの存在を否定する諸批判からセンを擁護すると
いう問題関心が貫かれている。しかしながら、著者によれば（第1章）、この論争における
セン批判は、セン自身による『道徳感情論』の不適切な解釈に負うところが大きいとする。
つまり、本来「自己目標選択」に属するはずのスミスの「良俗の一般的諸規則」をセン自
身が自らの「コミットメント」と同一視したことによって、「自己目標選択」を超出する
ものとして「コミットメント」の存在が否認される事態を招いていると。そこで著者は（第
3章）、リプリケーター・ダイナミクスを用いて、スミスの「一般的諸規則」の形成過程を
独自にモデル化し、いかに「自己」の自然な感情が「一般的諸規則」に進化していくかを
明らかにし、これによって事実上、「一般的諸規則」は「コミットメント」とは異なり、
（進化した）「自己目標選択」であることを示した。  
また同様に（第2章）、人間行動の「開かれた中立性」についても、センは自らそれをスミ
スの「中立的な観察者」と関連づけたが、そこから「一歩進んで」、慈恵の限定性や道徳
感情の腐敗に見られるような「中立的な観察者」の中立性の限界、当概念の政治哲学的有
効性の限界を看過してはならないとする。それとの対比を通して著者は、センのクロスボ
ーダーなアイデンティティの有効性を浮き彫りにしている。以上のことを根拠づけるため
に著者は（第4章）、上述のリプリケーター・ダイナミクスを用いて「中立的な観察者」の
形成過程をモデル化し、そこで道徳的腐敗が発生する可能性を論証している。  
本論文は、スミス『道徳感情論』全体系の解釈としてみれば、一面的に特化したものであ
り、取り扱われる二次文献についても選別的であることは否めない。また形成過程のモデ
ルも、とりわけ試行錯誤的学習のプロセスに関してさらなる精緻化を要する。しかし、セ
ンの「コミットメント」「アイデンティティ」をめぐる国際的論争に対し、キーとなる「中
立的な観察者」「良俗の一般的諸規則」概念の理論モデル化という新たな論拠を提示する
ことによって貢献することが期待できる。よって審査委員会は本論文を、博士論文に求め
られる水準に達していると判断し、合格と判定する。 
 
